
部　局 健康医療部 補　職 部長 氏　名 健康医療部長

１．部局の使命

２．使命を遂行するための取り組み方針と、それに基づく取組みの総括 方針取組みの総括

方針 取組みの総括

(2023年度) 部局マネジメントシート 2023年度

全ての市民が公衆衛生・心身の健康づくり・疾病の早期発見と重症化予防の知識を持ち、自ら取り組むことができる環境づくりを行うとともに、必要
な時には何時でも良質で適正な医療を住み慣れた地域において受けることができるよう、地域医療体制を構築することにより、市民の健康寿命を延伸
し、『安全、安心に暮らせるまち　とよなか』『いきいきと暮らせるまち　とよなか』を着実に推進します。
3保険制度（国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療）の安定的な運用を引き続き図るとともに、国民年金受付業務を含め、保険分野全体で市民
サービスの向上を図ります。

(1)健康危機対策について、感染症予防計画・健康危機対処計画（仮称）
の策定等により、新興・再興感染症、災害、食中毒等、他分野も含む健
康危機に備え、健康危機管理体制を強化します。
(2)新型コロナウイルス感染症の感染症法上の類型変更後においても、市
民が必要な受療ができるよう、関係機関と調整し、外来・入院・救急医
療体制を維持するとともに、相談体制や高齢者施設等のクラスター発生
予防を継続します。また、新型コロナウイルスワクチン接種を滞りなく
進めます。
(3)「豊中市健康医療戦略方針」に基づき、「健康づくり計画」「食育推
進計画」「メンタルヘルス計画」等の計画の進捗管理を行い、保健所を
もつ基礎自治体の強みを生かし、総合的健康医療施策を推進します。
(4)地域医療の推進に向けた医療体制の充実を図るため、在宅医療体制や
認知症医療体制の構築に取り組みます。
(5)国保の都道府県単位による広域化に確実に対応するとともに、医療費
適正化の取組強化などの制度の持続性を確保する視点で事業運営に取り
組みます。
(6)国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療について、保険の適用、保
険料賦課の適正化を図るとともに、保険料の収納管理を適正に行い、国
民年金保険を含めた保険制度が、互いに助け合う制度として機能し、安
定的に運用されるよう取組みを進めます。あわせて、保険料の賦課徴収
に関する事務の一体的な運用により、市民の利便性の向上を図ります。

(1)新型コロナウイルス感染症への対応をふまえ、健康危機管理体制を強化
するため、「豊中市感染症予防計画」および「豊中市保健所健康危機対処計
画」を策定しました。
(2)新型コロナウイルス感染症の5類感染症移行後も相談体制・医療体制を維
持しました。また、福祉部や市立豊中病院と協働して高齢者施設に対するク
ラスター発生予防に取り組むとともに、新型コロナウイルスワクチン接種事
業は、特例臨時接種として滞りなく実施し、令和5年度（2023年度）末を
もって終了しました。
(3)「健康づくり・食育推進計画」「メンタルヘルス計画」等の計画を改定
し、健康寿命の延伸を基本目標とし、今後の健康医療施策の方向性を定めま
した。
(4)地域医療の推進に向けて、地域医療推進部会を設置し、豊中市地域医療
推進基本方針の改定に着手するとともに、在宅療養患者の急変時に備えた空
床情報提供システムの運用開始、認知症医療体制に関する関係機関調整等を
行いました。
(5)令和6年度（2024年度）からの保険料の府内完全統一化に伴い、大阪府が
策定した次期運営方針への意見の申出等、国保の広域化にあたり、制度の持
続可能性を高めるための環境整備を着実に進めました。
(6)実態調査により保険の適用の適正化を図るとともに所得未申告者の所得
把握に努め、保険料賦課の適正化を実施しました。口座振替の推進、収納
ツールの拡充、納付相談や滞納処分の執行等、保険料の収納率向上の取組み
を進めました。



３．当年度目標と目標設定に対する振り返り等 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

1

健康危機対策の強化（重点）

総合計画
生活衛生の確保を図ります 地域医療の充実を図ります

基本政策

16 感染症対策の強化 40 医療・福祉・介護人材の確保育成

(1)「豊中市感染症予防計画」「豊
中市保健所健康危機対処計画」を策
定しました(3月)。
豊中市医師会・歯科医師会・薬剤師
会、医療保健センターと「災害時の
医療救護に関する協定」締結(10
月)、「豊中市災害時対応応急救護
所運営マニュアル」作成、災害時医
療体制整備訓練(12月、参加機関8)
を行いました。
令和6年1月能登半島地震への職員を
派遣しました（1～3月9人：DHEAT1
人、公衆衛生チーム6人、獣医師1
人、避難所1人）。　
(2)「HEMSとよなか」運用開始(11
月)21人登録。
(3)食品衛生監視指導・検査を実
施、食品関係施設に腸管出血性大腸
菌やふぐの食中毒対策の注意喚起を
行いました。
・監視指導：1,076件
・収去検査：309件
・文書郵送：838件（内ふぐ68件）
(4)生活衛生関係施設監視指導・検
査を行いました。生活衛生営業施設
一覧を公開し、業務の効率化と利用
者の利便性向上を図りました。
・監視指導：1,613件
・水質検査：69件
・家庭用品試買検査：45検体
・社会福祉施設・こども園換気状況
等調査：5件

(1)新型インフルエンザ等対策特別
措置法に基づく行動計画及び関連マ
ニュアル等の改定、健康危機対処計
画の見直しを行い、健康危機管理体
制を強化します。さらに新興感染症
対応力を強化するため、実動訓練を
行います。
また、保健所災害対応マニュアルの
改定及び災害時受援体制整備等の訓
練を行うとともに災害時の医薬品供
給に関するスキームを作成し、災害
医療体制のさらなる強化を図りま
す。
(2)健康情報拠点薬局やSNS等での周
知、リーフレット配布により『HEMS
とよなか』を広報します。登録者の
定期研修を行い、資質向上を図りま
す。
(3)食品衛生監視指導計画に基づ
き、監視指導を行うとともに、事業
者や消費者に対する食品衛生の知識
普及を推進します。
(4)大阪・関西万博等のイベント等
をふまえた生活衛生関係施設監視指
導計画を作成し、計画的かつ効率的
に監視指導を行うとともに、事業者
向け講習会のオンライン開催による
周知啓発の強化を図ります。

(1)新興・再興感染症、災害、食中毒等、他分野も含む健康危機に対し
て、平時から計画的に人員体制や関係機関との連携体制を整備すること
等を目的とする「（仮称）感染症予防計画」「（仮称）健康危機対処計
画」を策定し、健康危機管理体制を強化します。
・「（仮称）感染症予防計画」「（仮称）健康危機対処計画」策定：第4
四半期
・豊中市地域医療推進会議災害対策作業部会による共通マニュアル作
成：第1四半期～第2四半期
・災害時医療体制整備訓練：第3四半期
(2)健康危機発生時に対応するため、市内在住の医療従事者資格（医師、
歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師等）を有する方が事前登録
する「豊中市健康有事医療スタッフ登録制度（（仮称）健康有事医療サ
ポーター『HEMS とよなか』）」を構築し、きたるべき有事に備えます。
①制度構築に向けた準備・調整(登録システムの構築、登録者への特典や
損害保険加入手続きの準備、関係機関等との調整など)：第1四半期～第2
四半期
②制度に関する広報および登録開始：第3四半期～
③登録者に対する研修等の実施：第4四半期～
(3)監視指導計画に基づき、効率的な監視指導及び食品等の試験検査を実
施し、食品の安全確保を図ります。
(4)計画的な監視指導による生活衛生関係施設の衛生水準の維持向上及び
家庭用品の安全確保を図ります。
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No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

2

新型コロナウイルス感染症への対応

総合計画
生活衛生の確保を図ります 地域医療の充実を図ります

基本政策

16 感染症対策の強化

(1)新型コロナウイルス感染症が5月
8日に5類感染症へ移行後も必要時に
受療できるよう医療体制を維持し、
新型コロナウイルスコールセンター
やコロナ後遺症窓口での相談体制を
継続するとともに、広報誌やホーム
ページ、SNS等で流行状況等を周知
しました。
また、市内医療機関向けにコロナ後
遺症研修会動画を期間限定公開しま
した。
・発生届出数：累計121,052人（第1
波から第8波）
・後遺症相談件数：127件（令和5年
度）
・後遺症研修：91医療機関338人
(2)福祉部や市立豊中病院と協働し
た高齢者施設向け感染対策研修会を
実施、後日動画配信による感染対策
指導を行い、クラスター発生予防に
取り組みました。
・高齢者施設向け研修参加：20人
(3)令和5年度（2023年度）末まで、
特例臨時接種として新型コロナウイ
ルスワクチン接種を実施しました。
・接種券送付数：春接種120,404
件、秋接種311,706件

(1)新型コロナウイルス感染症対応
は令和6年（2024年）3月末で移行期
間終了に伴い、新型コロナウイルス
コールセンター、コロナ後遺症窓口
等を終了、令和6年（2024年）4月よ
り通常の医療体制による診療、相談
体制に移行しました。
(2)今後、他の感染症と同様に医療
機関や高齢者施設に対する感染対策
指導等の対応を行います。
(3)令和6年度（2024年度）新型コロ
ナウイルスワクチンの定期接種化に
あたり、医療機関との調整を行い、
定期接種として実施します。

(1)新型コロナウイルス感染症の感染症法上の類型変更後においても、市
民が必要な受療ができるよう、医療機関等の関係機関と調整し、外来・
入院・救急医療体制を維持するとともに、新型コロナウイルス感染症に
関する相談体制を継続します。変異株などの流行の状態を見ながら、関
連する事業・業務の廃止・縮小を整理するとともに、市民・関係機関へ
の情報提供を行い、ウィズコロナ、アフターコロナに向けた円滑な移行
を進めます。
(2)新型コロナウイルス感染症のリスクが高い高齢者施設等に対して、換
気に関する調査や啓発を行うとともに、福祉部や市立豊中病院等と連携
し、オンラインも活用した感染管理認定看護師による実践的な感染対策
指導、感染対策を習得した施設職員の育成講習計画策定等、感染対策指
導を強化し、クラスター発生予防、早期対応を図ります。
(3)特例臨時接種延長に伴い、新型コロナウイルスワクチン接種を滞りな
くすすめます。

・5類移行後に廃止する主な事業・業務（令和5年（2023年）5月8日予
定）：
　　療養に関する措置、患者移送、療養支援連携事業、配食サービス等
・5類移行後に縮小・継続（令和5年（2023年）9月末時点で継続検討）：
　　豊中市コールセンター等相談窓口、ワクチン業務
　　高齢者施設等感染対策指導、
　　入院・救急搬送困難事例に関する調整
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No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

3

総合計画
こころと体の健康管理・予防対策を進めます 地域医療の充実を図ります

基本政策

39 健康づくりの充実

保健所をもつ基礎自治体の強みを生かした総合的健康医療施策の推進
（重点）（１）

(1)計画の策定及び進捗管理を行い
ました。
①③事業評価のうえ、豊中市保健医
療審議会・食育推進部会・国民健康
保険運営協議会において計画素案を
諮り、「豊中市健康づくり・食育推
進計画」を策定しました。
・平均寿命と健康寿命の差：令和3
年度（2021年度）男性1.9歳、女性
3.9歳
・健康づくり：策定値より改善68項
目中53項目
・食育推進：策定値より改善66項目
中47項目
②③豊中市国保医療費分析等に基づ
き、「豊中市国民健康保険第3期保
健事業実施計画（データヘルス計
画）及び第4期特定健康診査等実施
計画」を一体的に策定しました。
④けんしん未受診者2万人を対象に
「豊中市民けんしん受診状況実態調
査」を実施、未受診理由等を分析、
効果的な受診勧奨を検討しました。
（回答数1651人 回答率8.3%）
・胃がん・乳がん・肺がん検診運営
会議(11月)
・大腸がん検診受診勧奨強化
⑤企業と協働して検診とHPVワクチ
ン接種勧奨チラシを作成、子宮頚が
ん予防啓発を行いました。
⑥CKD対策について、医師会や市立
豊中病院と協議、市内医療機関の診
療体制を調査しました(9月)。

(1)「豊中市健康づくり・食育推進
計画」の基本目標達成に向け、計画
を推進します。
①③「豊中市健康づくり・食育推進
計画」の概要版やSNS等を活用し、
市民へ周知啓発するとともに、健康
寿命の延伸に向けた事業を展開しま
す。
②③計画に基づき、被保険者の生活
の質（QOL）の維持向上、健康寿命
の延伸、医療費適正化を目的に保健
事業を展開します。
④実態調査分析により、保険部門と
連携し、特定健診の周知啓発・未受
診勧奨の強化、協会けんぽと協働し
被扶養者へのアプローチ強化を検討
します。がん検診精度管理向上の取
組みを継続します。
⑤子宮頸がん予防のためのHPVワク
チン接種とがん検診受診勧奨等、が
んに関する予防啓発を推進します。
⑥CKD重症化予防のため、かかりつ
け医と専門医との病診連携の体制強
化、市民への普及啓発に取り組みま
す。

(1)「豊中市健康医療戦略方針」に基づき、令和22年（2040年）におい
て、平成28年（2016年）時点に比べ平均寿命と健康寿命の差（男性:1.86
歳　女性:3.79歳）を縮小するという目標達成に向け、各種計画の策定と
進捗管理に取り組みます。
①豊中市健康づくり計画と豊中市食育推進計画を統合した新計画の策定
②第3期豊中市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）と第
4期豊中市特定健康診査等実施計画を統合した新計画の策定
③計画に沿って施策を着実に推進するため、下記の会議体等で進捗管理
を図りながら、各種健康施策に取り組みます。
・保健医療審議会
・豊中市国民健康保険運営協議会
④特定健診・がん検診等の取組みを強化します。
・けんしん未受診者に対する健康意識調査を行い、効果的な受診勧奨の
仕組みづくりを検討します。
・各種がん検診のフォロー体制強化と精度管理を充実し精密検査受診率
向上によるがんの早期発見・治療につなげます。
⑤がん予防についての周知啓発に取り組み、特に若年女性に多い子宮頚
がんの原因となるヒトパピローマウイルス（HPV）感染を防ぐHPVワクチ
ン接種を推進します。
・HPV定期接種及びキャッチアップ対象者への9価ワクチン定期接種化に
関する個別通知
⑥慢性腎臓病（CKD）について、従来のハイリスクアプローチとしての糖
尿病性腎症重症化予防事業に加え、ポピュレーションアプローチとして
のCKD対策を検討します。
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No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

4

総合計画
こころと体の健康管理・予防対策を進めます 地域医療の充実を図ります

基本政策

39 健康づくりの充実 41 認知症とメンタルヘルス対策の充実

保健所をもつ基礎自治体の強みを生かした総合的健康医療施策の推進
（重点）（２）

(2)コロナ健康支援事業を通年コー
ス10団体、イベントコース3団体に
再構築、市主催の親子でなわとびエ
クササイズ4回147組340人、体組成
測定イベント6回137人、とよなか健
康出張セミナー運動編12回、栄養・
口腔編11回、合計383人を行いまし
た。
(3)認知症リスク因子啓発、ヒアリ
ングフレイル事業を展開しました。
・市民向け講演会：50人
・VR認知症体験イベント16回212人
・聴力チェックイベント13回341人
・聴力チェック：6か所293人
・研修会：医師会39人、関係者39人
(4)フレイル処方箋事業を7医療機関
から24医療機関へ拡充(処方箋発行
153人)、栄養士個別訪問、オーラル
フレイル対策として「歯や口の健康
づくり教室」(参加延べ146人)や啓
発を拡充しました。
(5)アスマイルの事業評価を行い、
令和5年度（2023年度）をもって市
独自ポイント終了、周知しました。
(6)第2期メンタルヘルス計画を策定
(3月)、ネットワーク研修を行いま
した(参加107人)。
・動画配信・研修17回受講者数1235
人
・思春期メンタルへルス教育　中学
校6校
・教育委員会と協働した教職員・市
民向け研修2回

(2)「健康づくり支援事業補助金」
に名称変更、制度を見直し、働く世
代の参加促進のため親子枠創設とと
ともに介護予防事業における活用を
検討します。
(3)認知症リスク因子普及啓発、ヒ
アリングフレイル事業はワーキング
グループ立ち上げ、難聴の早期発
見・フォローアップ体制を整備しま
す。
・VR認知症イベント・市民向け講演
会開催
・聴力チェックイベント
・「耳から始める脳活教室」の実施
・市医師会と連携した受診勧奨
・啓発・連携パンフレット作成
(4)フレイル処方箋事業の実施機関
拡充、地域包括支援センター担当者
研修などスキルアップに取り組み、
言語聴覚士個別訪問指導を開始しま
す。オーラルフレイル対策として
「歯や口の健康づくり教室」に加
え、市内の通いの場での健康教育を
実施します。
(5)令和6年（2024年）9月末の契約
終了まで支給事務を行うとともに健
康に関する効果的なインセンティブ
について調査検討を継続します。
(6)第2期メンタルヘルス計画に基づ
き、多機関と連携協働したメンタル
へルス対策推進します。市民や関係
者のリテラシー向上のための研修や
情報提供等に取り組みます。

(2)生活習慣病予防への取組みとして、『身体活動』をテーマに、コロナ
健康支援事業による若年層や働く世代への運動機会の提供等、若年層も
含めたフレイル予防に重点的に取り組みます。
(3)働く世代からの認知症予防事業として、認知症リスク因子の普及啓
発、及び認知症の最大のリスク因子である「難聴」の早期発見・早期対
応を図る、ヒアリングフレイル事業を実施します。
・医師会研修：6月、認知症施策関係者研修：11月
(4)高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施として、医師会や地域包括
支援センターと連携したフレイル処方箋の拡充、及びオーラルフレイル
対策や栄養改善を強化します。
(5)アスマイルの市独自ポイント付与について事業の見直しを検討しま
す。
(6)メンタルへルス計画（地域自殺対策計画を包含）において、自殺予防
を含むメンタルへルスリテラシーの向上とネットワーク強化に向け、次
期計画を策定し、多機関多職種と連携・協働した取組みをさらに進めま
す。
・メンタルヘルス対策推進会議、多機関多職種合同研修会(部会関係者年
間250人)
・ゲートキーパー研修等市職員研修(目標年間300人)
・思春期メンタルヘルスリテラシー(中学生向け講座3校予定)等
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No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

5

地域医療の推進に向けた医療体制等の充実化

総合計画
地域医療の充実を図ります

基本政策

37 オンライン診療の促進 38 在宅医療と介護の連携促進

41 認知症とメンタルヘルス対策の充実

(1)①豊中市保健医療審議会にて地
域医療推進部会を設置し、豊中市地
域医療推進基本方針の改定について
協議しました。
②在宅医療体制の充実を図りまし
た。
・空床情報提供システム開発、1月
運用開始：病院・有床診療所7施
設、無床診療所15施設参加
・地域医療推進会議による協議
・医療介護専用コミュニケーション
ツールによる在宅人工呼吸器患者災
害時安否確認実動訓練：1件
・ACP講習会：市民向け8回117人、
豊能医療圏救急隊員向け3回214人
・企業と開発したACP啓発ボード
ゲーム商品化
③認知症医療体制強化の検討、関係
機関調整を行いました。
(2)在宅医療・介護連携支援セン
ター運営事業を豊中市医師会等に委
託し、医療介護関係者のスキルアッ
プや連携強化のための研修会や相談
業務を実施しました。
(3)大阪府保健医療計画推進事業の
一環として、在宅医療懇話会、精神
医療懇話会等を開催し、第8次医療
計画策定、在宅医療の連携拠点や積
極的な役割を担う医療機関について
協議しました。

(1)①地域医療推進部会にて協議
し、豊中市地域医療推進基本方針を
改定します。
②在宅医療体制の充実をさらに進め
ます。
・空床情報提供システム運用管理、
効果的な活用
・豊中市医師会と連携し、持続可能
な在宅医療体制の推進
・ボードゲームを活用したACP普及
啓発
③認知症医療体制を強化するため、
認知症専門医等の配置等、かかりつ
け医の機能強化に関する取組みを実
施します。
(2)在宅医療・介護連携支援セン
ター運営事業を継続し、医療・介護
関係者のスキルアップ及び連携強化
に取り組みます。
(3)大阪府保健医療計画推進事業
（大阪府から委託）を継続し、医療
計画に基づく在宅医療体制強化に取
り組みます。

(1)地域医療体制の構築に向け、「豊中市地域医療推進基本方針」に基づ
き、医療関係機関連携のしくみを整備します。
①令和22年（2040年）を見据えた「豊中市地域医療推進基本方針」の改
訂着手、及び地域医療推進会議による課題検討
②在宅医療体制の構築、検証
・在宅医療を担う医師の負担軽減のために、在宅療養患者の急変時に受
入できる空床情報提供システムの効果的な運用方法について、さらに検
討を深めます。
・安定した在宅医療を提供する体制を構築します。
・人工呼吸器使用者の災害時対応におけるオンラインの活用を検討
・住み慣れた地域で自分らしく最期まで暮らし続けるために、市民には
アドバンス・ケア・プランニング（ACP）の考え方を啓発します。
③認知症医療体制の構築、検証
　高齢者増加に伴う認知症患者増加の予測に対して、疾患の重症化を予
防するために早期発見・治療につながる医療体制の構築を検討します。
(2)「第8期介護保険事業計画」の中で、多職種連携の強化を目的に豊中
市医師会、豊中市歯科医師会等に委託し、豊中市在宅医療・介護連携支
援センター運営事業を実施します。
①関係機関・専門職のスキルアップ
②生活の場が変化しても生活の質を維持できる医療・介護提供体制の構
築
③看取りの基盤づくり
(3)第8次医療計画の策定に向け、大阪府保健医療計画推進事業（大阪府
から委託）を実施します。
①在宅医療懇話会、精神医療懇話会、歯科保健懇話会等の開催
②地域医療構想に関連した病院連絡会の実施
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No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

6

国保広域化への取り組み

総合計画
公正で効果的・効率的な市政運営を進めます

基本政策

39 健康づくりの充実

(1)保険料率の告示については、広
域化に伴って条例を改正しました。
また、これまで豊中市国保運協では
保険料率について審議してきました
が、令和6年度（2024年度）保険料
率からは広域化により大阪府が府内
統一保険料率として算定することか
ら、保険料率を報告する場であると
整理しました。
(2)財政運営検討WGや事業運営検討
WGの資料等を確認し、国保特会のあ
り方の見直しや次期運営方針につい
て、WG委員を通じ当市の意見の申出
を行いました。
(3)施行規則を改正するとともに、
要綱を新設しました。

(1)今後も国の動向や府の次期大阪
府運営方針の動向を注視します。統
一保険料率の実施に伴い、被保険者
等に対し制度理解が得られるよう令
和6年（2024年）4月に広報誌への掲
載、また令和6年（2024年）6月の保
険料決定通知書送付の際には、府政
だよりと連動した案内文書の送付を
予定しています。
(2)今後も保険料抑制の財源など各
WGの検討状況を注視するとともに、
保健事業のあり方の見直しについて
も、WG委員を通じて意見の申出を行
います。
(3)災害による「準半壊」の取り扱
いについては国から示されていない
ため、引き続き国の動きなどを注視
します。

(1)国保条例及び第2期広域化への対応実施計画に基づき、令和6年度
(2024年度)の保険料率は、大阪府が算定する市町村標準保険料率(府内統
一保険料率)のとおり設定します。また、被保険者等に対し制度理解が得
られるよう丁寧な説明を行います。
(2)完全統一化後の保険料抑制に向けて検討される府と市の国保特会のあ
り方の見直しや、大阪府が策定する次期運営方針について、広域化調整
会議のWG委員を通じて、意見の申出をします。
(3)一部負担金減免については、広域化調整会議の事業運営検討WGでの議
論に応じて、施行規則及び取扱基準を統一基準に改正します。
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No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

7

保険料収入の確保等の取り組み

総合計画
公正で効果的・効率的な市政運営を進めます

基本政策

64 とよなかデジタル・ガバメントの推進

(1)口座振替の勧奨を行いました。
・キャンペーン：3～5月、1,209
セット
　11月18日ショコラ・コラボ祭
・口座振替加入率目標33％未達成
（2月末32.73％）
・3期連続口座振替不能者に登録口
座変更依頼の通知を送付しました。
（国保：140件、後期：26件）
(2)公金受取口座に関する動画を
ホームページに掲載しました。
公金受取口座利用実績（2月末現
在）
・国保：826件
・介護：585件
・後期：358件
(3)ペイジー登録の件数がデータで
取得でき、集計業務が正確かつ迅速
にできるようになりました。口座振
替依頼書をホームページからダウン
ロードできるようにしました。

(1)引き続き口座振替加入率の向上
に努めます。
(2)引き続き公金受取口座利用環境
の整備に努めます。
(3)ネット銀行に対応する仕組みを
つくります。

（1）口座振替加入率の向上 口座振替による納付を推進することによ
り、納付忘れを減らし保険料収納を 円滑に進めます。口座振替原則化の
要綱に基づき、窓口での加入手続や現金 納付に来られた方へ口座振替の
勧奨を行います。
(2)公金受取口座について、市民が円滑にサービスを利用できるように
ホームページや様式等、環境の整備を行います。
(3)保険料の口座振替登録業務について、昨年度新たに利用開始したペイ
ジー還元データを活用することで、より効率的且つ確実な収納事務の仕
組みを構築します。
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No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

1

健康危機対策の強化

総合計画
生活衛生の確保を図ります 地域医療の充実を図ります

基本政策

16 感染症対策の強化 40 医療・福祉・介護人材の確保育成

 

2

健康寿命の延伸に向けた各種計画に基づく健康医療施策の推進
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 こころと体の健康管理・予防対策を進めます 地域医療の充実を図ります

 
 基本政策

 39 健康づくりの充実 41 認知症とメンタルヘルス対策の充実

 

４．中期目標（概ね今後4年間）

・地域医療推進会議災害対策作業部会による共通マニュアル作成：
令和4年度(2022年度)～
・災害時医療体制整備訓練：令和5年(2023年)12月
・感染症予防計画・健康危機対処計画(仮称)の策定：令和6年(2024
年)3月
・豊中市健康有事医療スタッフ登録制度：令和5年度(2023年度）～
・保健所職員人材育成・保健所内訓練

感染症予防計画・健康危機対処計画(仮称)を策定し、新興・再興感染症、災
害、食中毒、他分野も含む健康危機発生時に備え、体制を強化します。
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(1)「豊中市健康医療戦略方針」に基づく計画の策定・進捗管理
・健康づくり計画・食育推進計画統合：令和5年度(2023年度)
・メンタルヘルス計画：令和5年度(2023年度)次期計画策定
・第3期豊中市国民健康保険保健事業実施計画・第4期豊中市特定健
康診査等実施計画統合：令和5年度(2023年度)策定
・いきいき血管プロジェクトによる取組み
①「減塩」：平成29年度(2017年度)～
②「たばこ」：平成30年度(2018年度)～
③「血圧」：令和2年度(2020年度)～
④「身体活動」：令和4年度(2022年度)～
　　　コロナ健康支援事業：令和4年度(2022年度)～
(2)(3)市民への啓発や講演会、医療機関、関係機関への研修会：令
和5年度(2023年度)～

(1)健康寿命に影響を与える死亡率や要介護の原因となる割合の高い疾病予
防、重症化予防のために、リスク要因をテーマにした「いきいき血管プロ
ジェクト」を推進します。
(2)市民に認知症リスク因子の理解を促し、リスクを軽減させる生活習慣を改
善するなどの行動を促すとともに、認知症への理解促進を図ります。
(3)医療機関や関係機関に対し、難聴などの認知症リスク因子について理解促
進を図り、予防や早期発見のためのフォローや連携体制を構築します。
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No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

3

「豊中市地域医療推進基本方針」に基づく取組みの推進

総合計画
地域医療の充実を図ります

基本政策

38 在宅医療と介護の連携促進 41 認知症とメンタルヘルス対策の充実

 

4

標準化システムの導入（重点）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます

 
 基本政策

 64 とよなかデジタル・ガバメントの推進

 

・サブアキュート機能を担う病床の有効的な活用に向けたしくみづ
くり
・在宅看取りの基盤整備に向けたACPに関する市民啓発
　　令和2年度(2020年度)～
・かかりつけ医師、歯科医師、薬剤師に関する市民啓発
　　令和5年度(2023年度)～令和9年度(2027年度)
・認知症医療体制の構築
　　令和5年度(2023年度)～
・在宅医療体制の構築
　　令和5年度(2023年度)～

「豊中市地域医療推進基本方針」に基づき、市民啓発等に取り組むととも
に、医療関係機関連携のしくみを整備し、市民が適切な医療を受けることが
できるよう地域医療体制を構築します。

2-2-（3）

標準化システムの運用開始：令和8年（2026年）1月
(1)令和3年（2021年）9月に「地方公共団体情報システムの標準化に関する法
律」が施行され、該当システムについても令和7年度（2025年度）末までに国
が定める標準仕様に準拠したシステムへの移行が義務化されることを受け
て、市が策定した「豊中市住民情報システム標準化基本方針」に基づき、健
康医療部関連システムを令和8年（2026年）1月に標準化システムへ移行させ
るとともに、保険料滞納整理システムも保険システムの一部とするため、大
阪府や都市経営部デジタル戦略課、システムベンダーと必要な機能などの調
整について連携を図り、スムーズな移行が行えるよう準備を進めます。
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